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第4回いのちの研究会

ケアとうたとアート
～危機の時代の世直しと心直し～

2022年10月9日 鎌田東二

奉
いのちの研究会

「アフターコロナ時代のいのちとケアの文明にむけて」

第1回 2021年10月10日 加藤眞三「アフターコロナ時代の医療とケア」

於：ありがとう寺・禅堂（御殿場）

第2回 2022年2月27日 島薗進「現代スピリチュアリティの多様性」

於：MOA美術館・能楽堂（熱海）

第3回 2022年7月10日 町田宗鳳「無意識の扉を開く」

於：半兵衛ガーデン（岐阜・垂井）

第4回 2022年10月9日 鎌田東二「ケアとうたとアート」

於：大本みろく会館3階ホール（京都・亀岡）

発題の構成
はじめに～発題タイトルを「ケアとうたとアート」と題した理由～「うた」は「ケア」であり「アート」である。

１，『古事記』のうた①～スサノヲノミコトのうた～父と姉から放擲された流浪神の歌

２，『古事記』のうた②～大国主神のうた～虐め抜かれ、2度も殺害された神の歌

３，『古事記』の歌③～ヤマトタケルのうた～父から見放された皇子の歌

４，『古事記』は「歌物語」であり、「鎮魂の書」であり、

「グリーフケア・スピリチュアルケアの書」である。

５，死、愛する者の喪失感情、不当なる虐待による苦難と痛み

～まさに＜うたは、ケアであり、アートである＞

６， 「生きとし生けるものいづれか歌を詠まざりける」（紀貫之『古今和歌集』仮名序）

の「いのちの聲」の哲学

７，第三のグリーフケア・スピリチュアルケアの「ワザヲギ」としての能の「うた」としての

「謡」 （第二のグリーフケア・スピリチュアルケアのワザヲギは、琵琶法師による『平家物語』平曲） 鎮魂の芸能

８，三種学問論 （『宗教・霊性・意識の未来』島薗進、島田裕巳、吉福伸逸、松澤正博、岡野守也、鎌田東二、春秋社、1993年）

９，大本の「歌祭」～スサノヲの道と言霊実践

おわりに～『絶体絶命』を超えて

『古事記』のキーマン（鍵神）である

１，『古事記』のうた①：スサノヲノミコトの「うた」

～父と姉から放擲された流浪神の歌

「八雲立つ 出雲八重垣 妻籠めに 八重垣作る その八重垣を」

この歌が、日本の和歌（短歌形式）の濫觴（始まり）とされる。

ここにおいて、「うた」とは「心直しのワザヲギ」（霊的転換法）です。

このスサノヲの「八雲立つ」の祝婚歌の根幹には、

「母の死」という「悲」があります。

「結婚」の喜びの前に、「死」による喪失と悲しみがあるのです。

『古事記』真福寺本 グリーフケア/スピリチュアケア
「鎮魂」の書としての『古事記』

①イザナミの悲嘆と鎮魂～いのちの出産と死と「辱」

②スサノヲの悲嘆と鎮魂～母の喪失と母への思慕

③オホナムチ（大国主）の悲嘆と鎮魂～兄神たちからのいじめと国譲り

④コノハナサクヤビメの悲嘆と鎮魂～「辱」と火中出産

⑤トヨタマビメの悲嘆と鎮魂～「辱」と歌

⑥敗残の国つ神々ないし異族（クマソタケル,イズモタケル等）の悲嘆と鎮魂

⑦ヤマトタケルの悲嘆と鎮魂～父との対立

⑧オトタチバナヒメの悲嘆と鎮魂～自己犠牲

⑨アカイコの悲嘆と鎮魂～待つこととと祭ること
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物語の諸機能・はたらき

物語るということの中に鎮魂機能がある。

物語は、慰撫する。昇華（カタルシス）する。

物語は、顕彰・美化する。（讃える）

物語は、隠蔽する。変容させる。

『古事記』における創世神話

 １、宇宙起源神話→高天原神話～「むすひ」

 ２、人類起源神話→国生み・神生み神話

 ３、文化起源神話→歌と祭りの発生

①天岩戸隠れと祭りの始まり

②八俣大蛇退治と歌の始まり

「スピリチュアルケア」、ないし、「グリーフケア」
としての古典の理解と解釈

１、物語と宗教思想～「スピリチュアルケア」と「グリーフ（悲嘆）

ケア」における「物語る」ことの重要性

２、「鎮魂」の物語文芸＝スピリチュアルケアとしての『古事記』
『平家物語』と能

①『古事記』は「出雲鎮魂」（国作り→国譲り）物語を第

一主題としている。その祖がスサノヲノミコトと大国主神

（出雲大社・杵築大社の主祭神）敗者を雄々しく立派に

美しく語る→それにより勝者の荘厳化と権威化増大

②『平家物語』は「平氏鎮魂」（とりわけ壇ノ浦の合戦による

平家滅亡）の物語芸能

③能の原素材は『平家物語』が一番多い。特に修羅物

『古事記』上巻のストーリー＝四つのステージの展開

①起＝国生み神話～伊邪那岐神と伊邪那美神のみとのまぐはひに
よるが、最後に火の神カグツチを産んで伊邪那美神は黄泉国に「神
避（かむさ）る」。そして、高天原と世界の最大の危機が、須佐之男命の
乱暴狼藉による天照大御神の天岩戸隠れで、それを打開する生存
戦略が祭りの開催であった。

②承＝国作り神話～天上世界である高天原の物語ではなく、地上
の国の物語である。そこでは、大国主神と少名毘古那神が主人公と
なって、この世界を豊かな国土に作り上げる。

③転＝国譲り神話～大転換：だが、その作り上げた大切な国土を大
国主神は、天照大御神の子孫の天孫ニニギノミコトに譲ってしまう。
その際、その「国」の主宰神である大国主神は自ら決断せずに、わ
が子の事代主神と建御名方神の二神に意志決定させるという不可
思議な行動を取る。

～物語の鎮魂機能

④結＝国治め神話～結末として、国治め神話が語られるのだが、こ
れまた一筋縄ではいかず、天孫ニニギノミコトの天孫降臨、ホデリノ
ミコト（海幸彦）とホヲリノミコト（山幸彦）のサチの交換と対立、ウガ
ヤフキアヘズノミコト、そして、『古事記』中巻の「かむやまといはれ
ひこのみこと」（初代神武天皇）と日向三代が続き、四代目のカムヤ
マトイハレヒコノミコトになって初めて「神世＝神代」から「人世＝人
代」となり、初代天皇神武の誕生となる。中巻は神武天皇から第15
代応神天皇、下巻は第16代仁徳天皇から第33代推古天皇まで。

いのちの讃歌としての『古事記』
 『古事記』はいのちの讃歌である。

 それが日本民族の叙事詩であることは間違いないが、そこにもっと大らかな宇宙
的ないのちの歌声がある。

 とりわけ冒頭の神々の出現と国生みの伝えは天地をつなぐいのちの架け橋をか
ける生命讃歌の絶唱であり、心に沁みる。

 そのいのちの讃歌は間違いなく祈りであり大きな願いであるが、しかしそれは同時
に苦悩の表出でもあり、悲しみでもあり嘆きでもある。

 火の神カグツチを産んだ母イザナミが黄泉の国、死の国に赴くところからその悲し
みと苦悩が始まる。

 その母の悲と苦を全身全霊で受け止めたのが『古事記』の中でもっともやんちゃ
なスサノヲノミコトである。

 その暴力的なスサノヲが八俣の大蛇を退治してクシナダヒメと結婚し、祝婚の歌
を歌うところが『古事記』前半のクライマックスである。

 『古事記』の物語はとてもなまなましい。

 伝承と語りの強度と圧力が分厚く思い深く塗り込まれている。イザナミノミコトの強
力な「辱（はぢ）」も怨念も、それを晴らすスサノヲの晴れやかさや清々しさも、禊も
祭りも神懸りも歌も芸能も戦いも、すべてが謡い込まれている。

 その『古事記』のいのちのうたが出雲神話に鳴り響いている。
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『古事記』の生存哲学

 １、「むすひ」（産巣日、むすび）ー生成力

高御産巣日神（たかみむすひのかみ）

神産巣日神（かみむすひのかみ）

 ２、「この漂へる国を『修理固成』」（おさめ、つくり、かため、なせ）

－創造と統治

イザナギ・イザナミノミコトへの天つ神のミッション

「かくり」と「いやし」

 「幽り」としての出雲と「癒し」としての出雲

死ぬことと生きること（死を光源として甦るいのち）

オホナムヂの死と再生

殺害する神スサノヲと殺害され甦る神オホナムヂ

黄泉国と根国と幽世と出雲大社

 「古伝新嘗祭」

出雲国造神賀詞～大和朝廷への服属儀礼

 「鎮魂」のワザ＝スピリチュアルケアとしての『古事記』

いのちの国であり、ヌシの国・出雲

『古事記』を読み解く鍵は、
「出雲神話」の理解と解読にある。

１）出雲は日本の「命綱」。その証拠としての「命主社」。

2）出雲神格はみな「いのち」に関わる神々である。

3）出雲的癒しのワザとは、「歌」と「琴」と「治療」である。

「命主社」

 『延喜式』巻第十 神名下 出雲郡五十八座（大一座、小五十七座）

大穴持神社。

杵築大社（名神大。）同社坐大神大后神社、同社坐伊能
知比売神社、同社神魂御子神社、同社神魂伊能知奴志
神社、同社神大穴持御子神社…

神魂伊能知奴志神社（かみむすひいのちぬしのかみのやしろ）

島根県出雲市大社町杵築東182

出雲大社境外摂社。祭神：神皇産霊神。通称「命主社」。

大国主神が八十兄神たちから焼石で焼き殺された時、蚶貝比売命
と蛤貝比売神を遣わして大国主神の命を助けたカミムスヒの神を祀
る。

命主社と蛇縄 出雲系の神々

出雲神格の祖とも言えるカミムスヒは、いのちを育み助ける神。

イザナミはいのちを生み出しもするが、破壊もする神。

スサノヲは母を慕い暴虐の限りを尽くす破壊神であるが、同時に最
大の怪物ヤマタノヲロチを退治しいのちを救う救済神でもある。

大国主神は因幡の白兎を助ける癒しの神であるが、二度も兄神立
ちに殺され、二度も甦る復活神であり、大国主神となってスクナビコ
ナと「国作り」をし、ついには「国譲り」をする神。

大国主神の子神の事代主神は、「国譲り」に賛同するが、弟神の建
御名方神は反抗するも「力競べ」に敗れて逃走し、諏訪まで逃げ延
び、その地に留まる抵抗神。⇒諏訪大社
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出雲神話と「健康」と「癒し」のワザ

 「健康＝すこやかでやすらか」であることの根源は、「むすひ」の神の
はたらきに発し、「修理個成」の道を実現していくことにある。

その「修理個成」を具現したのが、スサノヲノミコトによる

「八雲立つ 出雲八重垣 妻籠みに 八重垣作る その八重垣を」

という短歌の詠歌と、その子孫の大国主神による癒しのワザである。

大国ヌシ（主）神は、『古事記』では一番多い異名を持つ神。

元々の名は「大穴牟遲神」で、その神名は「大きな穴を持つ威力あ
る神」という意味。

その他にも、「葦原色許男神・八千矛神・宇都志国玉神」の名を持つ。

⇒ 出雲の象徴構造

「スサノヲの力」は、系譜としては、血筋として大国主神に伝わり、草薙の剣を通
して霊的・文化的にヤマトタケルに伝わり、もう一つは雄略天皇に伝わっている。

「八雲立つ」の歌は、スサノヲの浄化された心と世界を表現している。その意味
するところは、「たくさんの雲が立ち上ってくるこの出雲の地で、私は大変美しい姫
を得た。その喜びの中で、八重垣をもって姫を大切に籠らせる愛の住まいを打ち
建てて、とことわに、ここで愛するおまえとともに過ごしていこう」というものである。

スサノヲはその思いを歌にし、心の高ぶりを鎮めた。これをもってわが国は、歌
ぶりの栄える「詩の国・歌の国」となった。

幼い頃より、母をしのび、母を恋い慕い、海山を枯れこすまでに泣き叫び高天
原で乱暴狼藉の限りをつくして様々なる災いをもたらした悪逆非道の神が、災い
をなす恐ろしい怪物を退治して新しい世界を切り開き、愛の言霊を奏で、世界に
麗しい調べをもたらし、神々と人々を幸せにするワザを伝えたのである。

このスサノヲ・スピリットが、子孫の大国主神に伝わっていく。『日本書紀』本文
では大国主神は実子とされ、『古事記』では六世の孫とされる。

そのスサノヲ力とスサノヲ・スピリットを受け継いだ大国主神がどのような歌ぶり
を発揮するか。それが、「神語（かみがたり）」と呼ばれる「恋歌」であった。

『古事記』のうた② 大国主神 『古事記』のうた② 大国主神の恋歌

 ぬばたまの 黒き御衣を まつぶさに 取り装ひ 沖つ鳥 胸見る時 はた
たぎも これは適はず 辺つ波 そに脱き棄て そに鳥の 青き御衣を ま
つぶさに 取り装ひ 沖つ鳥 胸見る時 はたたぎも 此も適はず 辺つ波
そに脱き棄て 山県に 蒔きし あたねつき 染木が汁に 染め衣を まつ
ぶさに 取り装ひ 沖つ鳥 胸見る時 はたたぎも 此し宜し いとこやの
妹の命 群鳥の 我が群れ往なば 引け鳥の 我が引け往なば 泣かじと
は 汝は言ふとも 山処の 一本薄 項傾し 汝が泣かさまく 朝雨の 霧
に立たむぞ 若草の 妻の命の 事の語り言も是をば

 （カラスオウギ色の黒御衣服を十分に身につけて、水鳥のように胸を見る
時、羽敲きも似合わしくない、波うち寄せるそこに脱ぎ棄て、翡翠色の青い
御衣服を十分に身につけて水鳥のように胸を見る時、羽敲きもこれも似合
わしくない、波うち寄せるそこに脱ぎ棄て、山畑に蒔いた茜草を舂いて、染
料の木の汁で染めた衣服を十分に身につけて、水鳥のように胸を見る時、
羽敲きもこれはよろしい。睦しのわが妻よ、鳥の群のようにわたしが群れ
て行つたら、引いて行く鳥のようにわたしが引いて行つたら、泣かないとあ
なたは云つても、山地に立つ一本薄のように、うなだれてあなたはお泣き
になつて、朝の雨の霧に立つようだろう。若草のようなわが妻よ。事の語り
伝えは、かようでございます。（【武田祐吉訳】『古事記』角川文庫）

 大国主神は、正妻の須勢理毘売（スサノヲの娘）がいるが、高志の国（越後の国）の沼河比
売に求婚に向かい、こう歌ったと『古事記』は記す。

 八千矛の 神の命（みこと）は 八島国 妻枕きかねて 遠遠し 高志国（こしのくに）に 賢し女
を ありと聞かして 麗し女を ありと聞こして さ婚ひに あり立たし 婚ひに あり通わせ
太刀が緒も いまだ解かずて 襲（おすひ）をも いまだ解かねば 乙女の 寝すや板戸を
押そぶらひ わが立たせれば 引こづらひ わが立たせれば 青山に 鵺は鳴きぬ さ野つ
鳥 雉（きざし）はとよむ 庭つ鳥 鶏（かけ）は鳴く 心痛くも 鳴くなる鳥か この鳥も 打ち止
めこせぬ いしたふや 天馳使（あまはせづかひ） 事の語言（かたりごと）も 是をば」

 （ヤチホコの神樣は、方々の国で妻を求めかねて、遠い遠い越の国に、賢い女がいると聞
き、美しい女がいると聞いて、結婚にお出ましになり、結婚にお通いになり、太刀の緒もま
だ解かず、羽織をもまだ脱がずに、娘さんの眠つておられる板戸を押しゆすぶり立つてい
ると、引き試みて立つていると、青い山ではヌエが鳴いている。野の鳥の雉は叫んでいる。
庭先でニワトリも鳴いている。腹が立つさまに鳴く鳥だな、こんな鳥はやつつけてしまえ。
下におります走り使をする者の事の語り伝えはかようでございます。（【武田祐吉訳】『古事記』角川文庫）

 私はあなたを求めてたいへん苦労してここまでやってきて、今、あなたの家の前に立って
いる。早く私を家に入れてほしい。そしてあなたと会って愛を交わし合いたい。つまりは、プ
ロポーズの歌、求愛の歌である。だが、この歌は、自分の心のはやるさまを直接的表現し
ていて、少し風雅と余裕に欠ける。この求愛の歌に、沼河比売はこう二つの歌を返す。

 八千矛の 神の命 ぬえ草の 女にしあれば 我が心 浦渚の島ぞ 今こそは 我鳥にあら
め 後は 汝鳥にあらむを 命は な殺せたまひそ いしたふや 天馳使 事の語り言も是
をば

（ヤチホコの神樣、萎れた草のような女のことですから、わたくしの心は漂う水鳥、今こそわたく
し鳥でも、後にはあなたの鳥になりましよう。命長くお生き遊ばしませ。下におります走り使をす
る者の事の語り伝えはかようでございます。（【武田祐吉訳】『古事記』角川文庫）

 青山に 日が隠らば ぬばたまの 夜は出でなむ 朝日の 笑み栄え来て 𣑥綱の 白き腕
沫雪の 若やる胸を そだたき たたき まながり 真玉手 玉手さし枕き 百長に 寝は寝
なさむを あやにな恋ひ聞こし 八千矛の 神の命 事の語り言も是をば

青い山に日が隠れたら、真暗な夜になりましよう。朝のお日様のようににこやかに來て、コウゾ
の綱のような白い腕、泡雪のような若々しい胸を、そつと叩いて手をとりかわし、玉のような手
をまわして、足を伸ばしてお休みなさいましようもの。そんなにわびしい思いをなさいますな。
ヤチホコの神様。事の語り伝えは、かようでございます。（【武田祐吉訳】『古事記』角川文庫）

 『古事記』は、この二の歌をつづけて記載しているのだが、沼河比売は、八千矛の神の訪問
に心を動かされ、あなたの「鳥」に、すなわちあなたの「女」になりましょう、そんなにいらい
らなさいますな、と情趣豊かに余裕と慰めをもって応じている。注意したいのは、二つ歌の
冒頭に、「八千矛の神の命」という言葉がある点。

 大国主神は、もともと「大穴牟遲神（おおなむぢのかみ）」という名前であるが、その名以外に、
『古事記』では、「葦原色許男神（あしはらのしこおのかみ）・八千矛神（やちほこのかみ）・宇都志国玉
神（うつしくにたまのかみ）」の名前を持っている。

 これはもともと別々の神々の伝承であったものを、「天つ神」を代表する「天照大御神」とい
う神格に対応・対置する、「国つ神」を代表する「大国主神」という神格に統合するために、
「神神習合」した結果であろう（拙著『神と仏の出逢う国』角川選書、参照）。本来別の神々の伝承が、
「大国主神」という新しい国家神格の要請と確立に伴って、統合されていった。つまり、古い
土地の伝承や、恋愛歌謡を巧みに取り込んで結びつけ、それらを「大国主神」という大きな
神格の下に結集する。そのような編纂意図があると考えるのである。
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『古事記』のうた③ ヤマトタケル

倭は国のまほろば たたなづく青垣

山隱れる倭し うるはし

（あの懐かしい倭という国は、国の中の国、まほろばの国、一番美し
く素晴らしい国だ。青々とした幾重にも重なる、天然の青垣のような
に山々に囲まれた倭は、何と素晴らしいところなのだろう！）

父から見放された（と感じている）ヤマトタケルの「国偲び」の歌。

ヤマトタケルは、この歌の他にも、4首の歌を歌って、「崩（かむあが）」
り、魂は「八尋白智鳥」になって天を翔け、西の大和からさらに西の
摂津の「浜」の方へ飛んで行った、と『古事記』は記す。

きわめて悲劇的で、哀しくも美しい物語が展開。

ヤマトタケルは、流浪するエグザイル英雄。

折口信夫の言葉を使えば、「マレビト」であり、「貴種流離譚」。

『古事記』のうた③ ヤマトタケル

スサノヲとヤマトタケルは、確かに似ているが、決定的な点が違う。それは、スサ
ノヲが怪物退治に成功したのに対して、ヤマトタケルが怪物退治に最終的に失敗し
た点である。

ヤマトタケルは、クマソタケルやイヅモタケルや東国のエミシたちは征服したが、
「白猪」を「神の正身」として現われた伊吹山の神＝怪物を退治することができな
かった。逆に、死に至る大きな痛手を蒙った。ヤマトタケルは、最後の最後で、国つ
神という怪物に敗れた。

その怪物退治の失敗とそれによる死が、ヤマトタケルの歌を比類ない哀しみに
染め上げる。そして、ヤマトタケルの死を悼む歌が、「今に至るまでその歌は、天皇
の大御葬（おほみはふり）に歌ふなり」と、『古事記』にあるように、天皇の葬儀の核心を
なしている。

①なづきの田の 稲幹（いながら）に 稲幹に 匍（は）ひ廻（もとほ）ろふ 野老蔓（ところづら）

（這い廻って悲しみに暮れている能煩野（のぼの）の辺の田の稲の茎に、山芋の蔓が
這い絡まって動きにくいのだ、憎々しい山芋の蔓よ）

②浅小竹原（あさじのはら） 腰なづむ 空は行かず 足よ行くな

（丈の低い篠竹が生えている原を行くときは、竹に腰を取られて進みにくいものだ。
それでも、空を飛んでいくこともできず、とぼとぼと歩いていくしかない、このもどか
しさよ。）

③海處（うみが）行けば 腰なづむ 大河原の 植ゑ草 海處はいさよふ
（海の中に入っていくと、今度は海の波に腰を取られて進みにくい。広々とした河
原に生えている水草のように、海の中では、波間にゆらゆらよたよたとただようし
かないのだ）

④浜つ千鳥 浜よは行かず 磯伝ふ

（浜千鳥よ、もう浜からは飛んで行けないので磯伝いに飛んで追いかけて行くの
か）

これら4つの歌の最初の3つの歌に、「なづきの田」と「腰なづむ」と
いう語が繰り返されている。

このリフレインは、白鳥になったヤマトタケルを追いかけて行こうと
して、思うに任せず、よろよろ、もたもた、とぼとぼしている様子が切
なく歌われている。田んぼの中でも、篠竹の野原でも、海の中でも、
どこでも、稲や篠や草が邪魔になって足腰を取られ、思うように動け
ず、白鳥と化したミコトを追いかけて行けない。そのもどかしい、あき
らめきれない、ねばりつくような嘆きの深さがせつせつと歌われる。

だが、『日本書紀』には、この4つの「大御葬歌」の跡形もない。

『古事記』のうた（スサノヲ・大国主・ヤマトタケル）についての小括

１、『古事記』はたいへん面白い「歌物語」であり、
歌劇であり、オペラであり、ミュージカルのよう。

２、その『古事記』に表現された宇宙観と生命観、
生存哲学と生存戦略

３、その『古事記』を「グリーフケア・スピリチュアル
ケアの書」（悲嘆鎮め・鎮魂の書） と捉えたのが、
『古事記ワンダーランド』 （角川選書、2012年）

４，スサノヲと大国主神の対照性

①母の喪失⇔母たちによる助け（再生）

2度の追放⇔2度の甦り（再生）

②娘（クシナダヒメ）を助ける⇔娘（スセリビメ）に助けられる

③国奪い（疑惑、高天原）⇔国譲り（葦原中国）

④孤立性⇔協働性

⑤殺害する神⇔殺害される神

ハタオリメ・オホゲツヒメ・ヤマタノヲロチ

スサノヲ・大国主神・ヤマトタケルは、

遍歴し、旅する神々・神人である。

スサノヲは＜三種の神宝＞をその聖名とともに、
「大国主神」に委譲した。

①生太刀

②生弓矢

③天詔琴

スサノヲがヤマタノヲロチの尾っぽから取り出した

草薙の剣は、

伊勢の斎宮・倭姫を通して、ヤマトタケルに伝わった。

→熱田神宮の御神体

４，『古事記』は「歌物語」であり、「鎮魂の書」であり、

「グリーフケア・スピリチュアルケアの書」である。

５，死、愛する者の喪失感情、不当なる虐待による苦難と痛み

～まさに、＜うたは、ケアであり、アートである＞

６， 「生きとし生けるもの、いづれか歌を詠まざりける」

（紀貫之『古今和歌集』仮名序）の「いのちの聲」の哲学

７，第三のグリーフケア・スピリチュアルケアの「ワザヲギ」としての

能の「うた」である「謡（うたい）」

（第二のグリーフケア・スピリチュアルケアのワザヲギは、

琵琶法師による『平家物語』平曲） 鎮魂の芸能
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『古今和歌集』の構成

仮名序

巻第一 春歌 上

巻第二 春歌 下

巻第三 夏歌

巻第四 秋歌 上

巻第五 秋歌 下

巻第六 冬歌

巻第七 賀歌

巻第八 離別歌

巻第九 羈旅歌

巻第十 物名

巻第十一 恋歌 一

巻第十二 恋歌 二

巻第十三 恋歌 三

巻第十四 恋歌 四

巻第十五 恋歌 五

巻第十六 哀傷歌

巻第十七 雑歌 上

巻第十八 雑歌 下

巻第十九 雑体（長歌・旋頭歌・
誹諧歌）

巻第二十 大歌所御歌・神遊び
の歌・東歌、墨滅歌

真名序

『古今和歌集』（延喜5年、905年）「仮名序」

 「和歌（やまとうた）は、人の心を種として、万の言の葉とぞなれりける。

世の中にある人、事・業（こと・わざ）しげきものなれば、心に思ふ事を、
見るもの聞くものにつけて、言ひだせるなり。

花に鳴く鶯、水に住むかはづの声を聞けば、生きとし生けるもの、い
づれか歌をよまざりける。

力をも入れずして天地（あめつち）を動かし、目に見えぬ鬼神をもあは
れと思はせ、男女のなかをもやはらげ、猛き武士（ものゝふ）の心をもな
ぐさむるは、歌なり。」

古えより伝わる日本の歌という「心のワザ学」は、人の「心」を種子と
して開き、さまざまな言葉の葉や花びらとなったものです。この世に
生きている人にはいろいろな出来事が起こるので、「心」に思うさま
ざまなものごとを、そのつど、見るものや聞くものに託して言葉に表
現していきます。たとえば、花咲く野で鳴いているウグイスや池や田
んぼなど水の中に生息しているカエルの声を聞くと、生きとし生ける
あらゆるいのちあるものがみな「歌」をうたうことがわかります。「歌」
をうたわないものなど、どこにもないのです。

しかもその歌とは、力を入れることなしに天地万物を動かし、目に見
えない霊的存在である鬼神の心にも「あはれ」と思う感動を引き起こ
し、男女の間を親しませて和らげ、勇敢なる荒々しい戦士の「心」で
さえもしっとりと和ませ鎮める力を持っているのです。それこそが、
「歌」であり、歌の力と働きであり、古より伝わる「心のワザ学」なので
す。

『古今和歌集』「真名序」
 夫和歌者、託其根於心地、発其華於詞林者也。人之在世、不能無為、思慮易遷、哀楽相変。

感生於志、詠形於言。是以逸者其声楽、怨者其吟悲。可以述懐、可以発憤。動天地、感鬼
神、化人倫、和夫婦、莫宜於和歌。 和歌有六義。一曰風、二曰賦、三曰比、四曰興、五曰
雅、六曰頌。若夫春鶯之囀花中、秋蝉之吟樹上、雖無曲折、各発歌謡。物皆有之、自然之
理也。然而神世七代、時質人淳、情欲無分、和歌未作。逮于素戔烏尊、到出雲国、始有三
十一字之詠。今反歌之作也。其後雖天神之孫、海童之女、莫不以和歌通情者。

それ 和歌は、その根を心地に託け その花を詞林に発くものなり。
人の 世にある、無為なること能はず、思慮遷り易く、哀楽あひ変る。
感は志に生り、詠は言に形る。ここをもちて、逸する者はその声楽しく、
怨ずる者はその吟悲し。もちて懐を述べつべく、もちて憤を発しつべ
し。天地を動かし、鬼神を感ぜしめ、人倫を化し、夫婦を和ぐること、
和歌より宜しきはなし。和歌に六義あり。一に曰く 風、二に曰く 賦、
三に曰く 比、四に曰く 興、五に曰く 雅 六に曰く 頌。かの 春の
鶯の花中に囀り、秋の蝉の樹上に吟ふがごとき、曲折なしといへども、
各歌謡を発す。物皆これあり、自然の理なり。然れども、神の世七代
は、時質に人淳うして、情欲分かつことなく、和歌いまだ作らず。素戔
烏尊の出雲の国に到るに逮びて、始めて三十一字の詠あり。今の反
歌の作なり。その後天神の孫、海童の女といえども、和歌をもちて情
を通ぜずといふことなし。

『古今和歌集』における

スサノヲ・ルネサンス

『古今和歌集』真名序と仮名序
 「戔烏尊、到出雲国、始有三十一字之詠。今反歌之作也。其後雖天

神之孫、海童之女、莫不以和歌通情者」

（素戔烏尊の出雲の国に到るに逮（およ）びて、始めて三十一字の詠あ
り。今の反歌の作なり。その後天神の孫、海童の女といえども、和歌を
もちて情を通ぜずといふことなし）

 「あらがねの地にしては、すさのをの命よりぞおこりける。ちはやぶる
神世には、歌の文字も定まらず、すなほにして、言の心わきがたか
りけらし。人の世となりて、すさのをの命よりぞ、三十文字あまり一文
字はよみける。

 すさのをの命は、天照大神のこのかみなり。女と住みたまはむとて、出雲の国に
宮造りしたまふ時に、その処に八色の雲の立つを見て、よみたまへるなり。や雲
立つ出雲八重垣妻ごめに八重垣作るその八重垣を」
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『新古今和歌集』真名序と仮名序

「真名序」：

夫和歌者、群徳之祖、百福之宗也。玄象天成、五際六情之義未著、

素鵞地静、三十一字之詠甫興。

夫れ和歌は、群徳の祖、百福の宗なり。玄象天成なり、五際六情の義
未だ著れず、素鵞の地静かに、三十一字の詠甫めて興る。

「仮名序」：

「やまとうたは、昔あめつち開けはじめて、人のしわざいまだ定まらざり
し時、葦原中国の言の葉として、稲田姫素鵞の里よりぞつたはりけ
る。」

能の目的

世阿弥（1363‐1443）
『風姿花伝』

能（申楽）は、「魔縁を退け、福祐を招く」ための

「天下の御祈祷」（世阿弥『風姿花伝』）、である。

併せて、「天下安全」「寿福増長（延長）」「寿命長遠」「衆
人愛敬」「諸人快楽」（『風姿花伝』）をもたらすワザ、である。

 『平家物語』『源平盛衰記』：敦盛・生田敦盛・箙・大原御幸・景清・兼
平・祇王・清経・小督・実盛・俊寛・正尊・摂待・千手・忠度・経政・巴・
鵺・藤戸・船弁慶・通盛・盛久・八島・熊野・頼政 25曲

『朝長』『七騎落』『木曽』『知章』『俊成忠度』『屋島』『碇潜』『安宅』

『大仏供養』『二人静』

 『義経記』：烏帽子折・熊坂・鞍馬天狗・正尊・摂待・忠信・錦戸・橋弁
慶・船弁慶・八島・吉野静 11曲

 『源氏物語』：葵上・源氏供養・須磨源氏・玉葛・野宮・半蔀 6曲

 『古事記』『日本書紀』：絵馬・大蛇・草薙・竜田・難波・三輪 6曲

 『伊勢物語』：井筒・右近・雲林院・小塩・杜若・隅田川 6曲

 『古今集』：女郎花・志賀・草紙洗・高砂・難波・松虫 6曲

世阿弥・複式夢幻能・諸国一見の僧（西行法師がモデル？）

世阿弥が確立した複式夢幻能の様式では、「諸国一見の僧」と名乗
る仏教者や修験者（山伏）がワキとして出てきて、シテの「霊」と対話
する。

 「霊」は多く、前半部では生者として登場し、後半部では死者ないし
霊ないし神として登場する。

成仏や安心立命をもたらす仏教や修験道と、歌舞音曲によって霊を
鎮める神楽的鎮魂儀礼というシャーマニズム的神道の両面を能は
取り込んでいる。

 「怨霊鎮め」という神道的観念と、「煩悩消滅」という解脱志向の仏教
的観念が複式夢幻能において、見事に融合している。

能・申楽は、神道と仏教・修験道との合体であり、神仏習合の修験
的演劇的「ワザヲギ」であり、「天下の御祈祷」（「天下太平の御祈祷」『翁』）。

申楽の三種起源説～世阿弥『風姿花伝』

①申楽の始まり：アメノウズメのミコトの神憑りに端を発する神楽から
始まるとする神道的起源

②釈迦説法の場での外道を楽しませるワザから始まる仏教的起源

③世阿弥が属する秦氏の先祖の秦河勝が聖徳太子の時代に始めた
とする家伝的起源

日本文化の中でもとりわけ日本的な芸能といえる能（申楽）は、

イザナミの負の感情を引き継ぎ、

 「死」を媒介とした天の岩戸の前の「祭り」や「神懸り」から始まる。

世阿弥『風姿花伝』第四神儀

能の起源：「申楽、の始まりといふは、天照大神、天の岩戸に籠り給
ひし時、天下常闇に神代なりしに、八百万の神達、天の香具山に集
り、大神の御心をとらんとて、神楽を奏し、細男を始め給ふ。中にも、
天の鈿女の尊、進み出で給ひて、榊の枝に幣を付けて、声を挙げ、
火処焼き、踏み轟かし、神懸りすと、歌ひ、舞ひ、かなで給ふ。その
御声ひそかに聞えければ、大神、岩戸を少し開き給ふ。国土また明
白たり。神たちの御面、白かりけり。その時の御遊び、申楽の始め」

天の岩戸の前での「神懸り」「御遊び」：隠れた（死んだ）天照大神の
「霊」を復活させる。そのためのワザとして祭り・神懸り・神楽を行う

神楽を引き継いだ能（申楽）は、歌（謡）と舞と囃子を統合した芸能。

能は「天下（太平）の御祈祷」であり、「寿福増長」のワザ

中世の戦乱の世の中で形を成したスピリチュアルケア・グリーフケア

37 38
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『平家物語』に材を採った世阿弥作・能「敦盛」

◆諸国一見の僧のワキ・熊谷次郎直実＝蓮生法師
「夢の夜なれば驚きて、夢の夜なれば驚きて、捨つるや現(うつつ)なるらん」
「これは武蔵の国の住人熊谷の次郎直実出家し、蓮生と申す法師にて
候、さても敦盛を手に掛け申ししこと、あまりにおん痛はしく候ほどに、
かやうの身となりて候、またこれより一の谷に下り、敦盛のご菩提を弔
はばやと思ひ候」
◆源平の合戦で平敦盛を討った熊谷直実が出家得度して菩提を弔う

僧侶となり、再び一の谷の一騎打ち現場を訪れる。
直実と敦盛との一騎打ちが哀愍を伴う悲劇的な語りで表現

◆能「敦盛」は、『平家物語』の「敦盛の最期」を踏まえ、敦盛の死後の
エピソードと成仏可能性を、「敦盛の最期の最期」として上書きする。

◆そして、最後に、「因果は巡り逢ひたり、敵(かたき)はこれぞと討たんとす
るに、仇(あだ)をば恩にて、法事の念仏して弔はるれば、終には共に生ま
るべき、同じ蓮(はちす)の蓮生法師、敵にはなかりけり、跡弔(あととむら)ひて賜(た)

び給へ、賜び給へ」 と救済の方向が示されて、謡い閉じられる。

こうして、能 「敦盛」は、

元武士の熊谷次郎直実（1141‐1207）が、

出家僧・蓮生法師としての務めを果たした、

と後日談を物語ることで、

戦乱の後始末としての鎮魂供養の成就を、

「天下の御祈祷」（『風姿花伝』）として表現した、

のである。

（撮影：森田拾史郎）

さて、ちょうど今から30年前の1992年、

次スライドのシンポジウムを開催しました。

これが、島薗進氏とわたしの未来を先取りする

出来事だったと思っています。

『宗教・霊性・
意識の未来』

春秋社

1992年7月に同
名のシンポジウ
ムを行ない、それ
を、1993年8月に
まとめて、出版。

鎌田東二
島薗 進
島田裕巳
吉福伸逸
松澤正博
岡野守也

新宗教ブーム、
ニューエイジ・
ブーム、心理学
ブームの奥にひ
そむものは何か。
現代人の心はど
こに向かうのか。

特定の宗教の枠
を超えた「霊性」
「意識」の方向性
について、人間の
未来について、
宗教や意識に関
わる分野の論客
達の議論をまと
める。

そのとき、はじめて、

「グリーフケア研究所」の課題につながる、

「悲しみの共同体」

の問題について論議されたのです。

そして、今日の主題である、

「うた」と

「ケア」と「アート」の根幹にあるもの

が呼び覚まされたのです。

43 44
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わたしの場合、

今も（実は昨日の午前中も）、大阪のグリーフケア研
究所の人材養成講座で担当している科目、

「スピリチュアルケアと芸術」

につながっており、また、そのタイトルでこの3月に刊
行された

 『グリーフケア 第10号」に掲載した文章

「スピリチュアルケアと芸術」につながっているのです。

グリーフケア研究所の中で、 その中で、

日本スピリチュアルケア学会で、

49 50
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『古事記』

と

『平家物語』

三種学問

①道としての学問――人格形成・人間性涵養を目指す。神学・
教学・心学を含む。

②方法としての学問――知性練磨・認識機能亢進・新知見獲得
を目指す。

③表現としての学問――学問的問いを詩や物語や演劇など諸
種のワザで表現する。

三種の学問

学問には、

①人間性の探究と涵養をめざす「道としての学問」

②対象と方法を明確に限定して厳密な認識と新知見の獲得をめざす
「方法としての学問」

③問いと探究をさまざまな形式で展開する「表現としての学問」

の三種があり、

「人文学」は最も深く広くその三種の学問に関与している。

①道としての学問――人格形成・人間性涵養を目指す

②方法としての学問――知性練磨・認識機能亢進・新知見獲得を目指す

③表現としての学問――学問的問いを詩や物語や演劇で表現するワザを研く

 第一の「道としての学問」とは、孔子の『論語』に「十五にして学に志す」と述べられて
いるように、学問をする人間の志や動機や実存的意味や倫理に基づく人格形成・人間
性の深化・涵養・練磨を促す学問のあり方を示すものだ。

 第二の「方法としての学問」とは、科学や人文学を含めて、すべて学問には一定の方
法論や領域があるが、そのような知に至る明晰な方法や領域の特定を通して、ものの
見方の更新や概念のイノベーションや新知識の発見と獲得を目指すあり方を示す。

 第三の「表現としての学問」とは、西洋で言えば、プラトンの対話編、アウグスティヌ
ス『告白』、ニーチェの『ツゥラトゥストラかく語りき』など、日本で言えば、空海の『三教
指帰』、中世の教学・教理問答テキストである法然の『選択本願念仏集』や吉田兼倶
『唯一神道妙法要集』、宮沢賢治の『農民芸術概論綱要』など、問いと探究を新しい表
現形式の中で探り深めていくあり方を示す。

 「学問」は、例えば「序論（問題設定）・本論（事例実験提示・論証）・結論」の過程を明
確に示すような論文形式だけなく、その思索や問題把握と問題洞察のありようそのも
のをさまざまな表現形式で表すことができるはずだ。今日のような「査読付き学術論
文」を優先順位の第一にするような偏った一元的な評価方法では学問の豊かさや創
造性を発現させることはできない。

わたし自身は、学問にはこの三種があり、その三種ともに大切で、不可欠だと考える。

キューブラー・ロス（1926～2004）と
ラビンドラナート・タゴール（1861～1941）

エリザベス・キューブラー＝ロスは、スイスのチューリッヒに生まれ、幼時から異文化に対す
る強い好奇心を持っていた。神智学の影響を強く受けていたアルベルト・シュヴァイツァー
（1875－1965、1952年にノーベル平和賞受賞）に憧れ、インドの貧しい村の医師になることを
志した。国際平和義勇軍への志願逆境にある人の力になりたい思い、医学校で負傷したイン
ド人留学生を支援して、ネルー首相のレセプションに招待されている。医学校を卒業した後、
インドで外科研修を計画するが、果たすことができず、1958年、結婚して米国に渡り、1965年、
シカゴのビリングズ病院で「死とその過程に関するセミナー」を始め、それを元に1969年に
“On Death and Dying”（『死ぬ瞬間』）を出す。

 一方、ラビンドラナート・タゴールは、インドのカルカッタの裕福な家庭に生まれ、1878年にイ
ギリスに渡り、ロンドン大学で英文学を学び、1880年に帰国。以来、東西文化の交流に関心
を持ち、コスモポリタンの理想を強調するようになった。1912年にイギリスに渡った際、ケンブ
リッジ大学で、バートランド・ラッセルにも会っているが、その折、ウィトゲンシュタインと会って
いたかもしれない。すでにベンガル語で書いた157篇の韻文詩『ギータンジャリ』を出していた
が、それを英語で新たに書き上げ103篇の詩集にしたところ、W・B・イェイツの推薦で英語詩
集が出て、それが1913年度のノーベル文学賞を受賞することになった。アジア初の受賞で
あった。詩集に、『ギ―タンジャリ』（ベンガル語版1910年、英語版1912年）、『迷える小鳥』
(1916年)、『果実採り』（1916年）、『とらえがたきもの』(1922年)などがる。特筆すべきは、
1901年、40歳で妻ムリナリニ・デヴィを29歳で亡くし、41歳で次女レヌカを14歳で亡くし、43歳
で敬愛していた父マハリシを88歳で亡くし、1906年、45歳で末子を相次いで亡くした。その思
いが『ギータンジャリ』に込められている。
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キューブラー＝ロスの説く5つの段階

「天国はどこにあるのか？」

61 62
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痛みと悲嘆と苦悩との関係性
身心変容技法としての医療・芸術・宗教

いたみ
Pain
医療

苦悩
Suffering
宗教

悲嘆
Grief

芸術・ケア

こころ
心
Mind
感情

からだ
身体
Body

たましい
霊・精神
Spirituality

神道における神の痛みの神学
～イザナミ・スサノヲ・大国主の悲しみと痛みと修理固成

 内容：『古事記』に籠められたメッセージの中核に「むすひ」と
「修理固成」がある。生成化育し、創造的に産出していく力と、
それをうまくコントロールし、運営・維持展開していく「修理固
成」のはたらきである。

 その2つのダイナミズムを出雲神話の物語とそこに流れる痛
みと悲しみと鎮魂の文化と見る。

１ むすひ

２ 修理固成

３ イザナミ

４ スサノヲ

５ 大国主

６ 悲しみと痛みを感受の表出

７ それが、大本にまでつながっている！

９，大本の「明光社」の設立と「歌祭」昭和10年10月31日初回

～スサノヲの道と言霊実践

昭和2年（1927）1月18日、出口王仁三郎は芸術運動の結社である「明光社」を
設立した。

明光社は、冠句を作る「月光会」と短歌を作る「月明会」とを統合した芸術運動結
社で、「月光」の姉妹誌として短歌誌「月明」が発刊された。

その冒頭に王仁三郎は次のような「創刊の辞」を載せている。

畏くも神素盞嗚尊は千座の置戸を負はせ玉ひて、八雲立つ出雲の国は肥の川
上に八岐大蛇を退治し賜ひ、手撫槌、足撫槌の末女奇稲田姫の危難を救ひ、翁
媼より姫を貰ひ受け、須賀の宮居を造営し玉ひて、『八雲立つ出雲八重垣妻ごめ
に八重垣作るその八重垣を』と三十一文字を読み玉ひしを以て和歌の濫觴となす。
尊の亦の御名を月読命と尊称し奉る。尊は高天原の変より八百万の神々たちに
神退はれ、普天率土を愛生愛民の大志を起して遍歴し玉ひし神代の大英雄に坐
しませり。

爰に明光社は尊の御名に因める雑誌「月明」を発刊し、以つて敷島の大道乃ち
惟神の妙地を開拓すべく生れ出でたるものなれば、大にしては愛神愛民の基礎と
なり、小にしては修身斎家の基本ともなる可く一大抱負を以つて将にここの声を
挙ぐる事となりました。（中略）神務多端の折りをも顧みず、神業の一部として爰に
月明誌を発刊し、斯道奨励のために資せんとするのであります。

 ここで出口王仁三郎は、和歌（短歌）が素戔嗚尊に始まることを記している。そし
て、この「和歌の濫觴」をなす素戔嗚尊の別名が「月読命」で、高天原を追われて、
「普天率土」を「愛生愛民の大志」を持って遍歴した「神代の大英雄」であると称え
ている。そこで、「明光社」の短歌誌を、素戔嗚尊＝月読命の尊号に由来する「月
明」とし、この日のもと日本、すなわち「敷島の大道」を開き、「惟神の妙地」を開拓
し、「愛神愛民の基礎」とも「修身斎家の基本」ともなる「神業の一部」の実践として、
この月刊誌「月明」を発刊するものであるとその志を熱く語るのである。

 その後、「月明」は第6号まで刊行した段階で、第11号まで刊行した冠句誌の「月
光」と統合されることとなり、こうして新雑誌は「明光」誌と改称され、第12号から第
112号まで10年近く毎月刊行された。この間、昭和3年7月2日には「明光殿」が竣
工となり、そこに明光本社が置かれ、社長に出口寿賀麿（秋の家玲月）、副社長に
は井上荘三郎（瑞の家荘月）が就任した。この頃にはすでに全国に支社50ヵ所が
できており、昭和4年（1929）2月の節分祭には、明光社の規約が制定されること
になる。そして、その規約の第2条に、「本社は惟神の大道により素戔嗚尊の神意
を奉戴し国風を奨励し文芸の都を開き平和の殿堂を築き万民和楽の天国を地上
に建設するを以て目的とす」と社の目的を掲げたのである。

 こうして、「万教同根」の思想に基づきエスペラント語の普及も推進する人類愛善
会の運動と、「惟神の大道により素戔嗚尊の神意を奉戴し国風を奨励し文芸の都
を開き平和の殿堂を築き万民和楽の天国を地上に建設する」国風文化の地上天
国・万民和楽を実現する芸術運動を二本柱として、大本は邁進していくのである。

 大本の芸術運動の核心には、素戔嗚尊の事績についての深い理解と念いがあ
る。それは、何にもまして、素戔嗚尊の拓いた道の継承であり、実践である。そも
そも、出口王仁三郎の霊性・霊統それ自体が素戔嗚尊の霊性・霊統を引き継ぐも
のであり、それを王仁三郎は「瑞の御魂」を称していた。そしてその「瑞の御魂」の
捨身活躍の物語が『霊界物語』となってドラマチックな展開を重ねたのであった。

現在危機：「絶体絶命」の今時
おわりに～「絶体絶命」を超えて

① 環境危機～自然災害の多発・激甚化

② 食料・エネルギー的危機～気象異常による作物の不作・輸出入制限と飢
餓の拡大

③ 経済危機～コロナパンデミック、ウクライナ侵攻による不安定化

④ 政治危機～ウクライナ戦争や各地の紛争と対立と分断

⑤ 文化危機～アーティストの困窮,芸術施設の運営の困難,助成金の目減り

⑥ 教育危機～いじめ・いきがい・いごこち、自己肯定感の不足

⑦ 家庭危機～孤独・孤立・分離・分裂・無関心・虐待・家庭内暴力

⑧ 健康危機～コロナ禍により十分なアウトドア活動や交流ができないことに
よる健康不安と抑鬱

⑨ 宗教危機～宗教（教団）ないし宗教活動に対する不信感と警戒感の醸成

参考：鎌田東二『絶体絶命』（第四詩集,土曜美術社出版販売,2022年5月30日刊；サードアルバム,2022年7月17日リリース）
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『絶体絶命』
詩集2022年5月30日刊；アルバム2022年7月17日リリース

１．「神ながらたまちはへませ」
２．「ある日 道の真ん中で」
３.「南十字星」
４.「みなさん天気は死にました」

（詩集『狂天慟地』より）
５．「 フンドシ族ロック

＋世界フンドシ黙示録」
６．「探すために生きてきた」
７．「犬も歩けば棒に当たる」
８．「「北上」
９．「時代」
１０．「夢にまで見た君ゆえに」
１１．「メコン」 （『狂天慟地』）
１２．「銀河鉄道の夜」
１３．「巡礼」

絶体絶命サイト：https://kamatatojiztzm.amebaownd.com/

第四詩集『絶体絶命』（土曜美術社出版販売、2022年5月30日刊）

目次

序詩「常若の教え」～大妣の声～いのちの呼び声
絶体絶命の「赤字累積」で「廃線」

Ⅰ 大国主
なぜこれほどの重荷を背負わねばならないのか？

二度も殺害された神・大国主神
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スサノヲの系譜
一霊四魂

荒魂 幸魂
（荒ぶる自然） （恵み幸わいの自然）

霊

和魂 奇魂
（和らぎの自然） （神秘の自然）

霊

「あらみたま」の発動 最弱至極の殺された神の思い

殺し合いの連鎖から抜け出る道 最大至極の「助けられた神」＝「縁結びの神」
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「国譲り」の神 「国譲り」は敗北なのか？ 共生なのか？

国を失う痛みと悲しみ

中略

最弱こそが最強？ 歌と祭りの国の愛と平安

85 86
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終詩「聞耳頭巾」
終詩「聴耳頭巾」

『絶体絶命』第１曲目「神ながらたまちはへませ」
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須田郡司・
鎌田東二
写真展

 トークイベント

「自然災害と世の
立て替え立て直し
と芸術のちから」

2022年10月2日

神話詩
全5部作

『常世の時軸』

『夢通分娩』

『狂天慟地』

『絶体絶命』

『開』

神道ソングライター・サードアルバム『絶体絶命』全13曲

2022年7月17日リリース（奈良県吉野郡天川村坪ノ内鎮座の天河大辨財天社例大祭日）

2001年『この星の光に魅かれて』全15曲リリース

2003年『なんまいだー節』全14曲リリース

絶体絶命サイト：https://kamatatojiztzm.amebaownd.com/
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絶体絶命の底のそこからいのちのよみがえりを希求し、いのる。

危機打開の「道ひらき」を神話から学ぶ
『教科書で教えない 世界神話の中の「古事記」「日本書紀」入門』（ビジネス社、2022年6月1日刊）

「距離（distance）」を学び、
距離を臨機応変に伸縮自在に活かす

メンタル・ディスタンス

フィジカル・ディスタンス

エコロジカル・ディスタンス

ソーシ ル・  スタンス

スピリチュアル・
ディスタンス

いのち

宗教

メンタル・ディスタンス

フィジカル・ディスタンス

エコロジカル・ディスタンス

ソーシ ル・  スタンス

スピリチュアル・
ディスタンス

いのち

宗教

生 
なりわい

わ わい

さちわい

 コロ  ル・  スタンスとソーシ ル・  スタンス～生 学   と社会   

芸
術

ケ
ア

『絶体絶命』第１曲目「神ながらたまちはへませ」
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石巻市2011年5月2日 須田郡司さんとともに
撮影：須田郡司 石巻市雄勝町公民館と葉山神社
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宮城県石巻市雄勝町雄勝法印神楽（国指定無形民俗文化財）

 雄勝法印神楽は、古くは「大乗神楽」とか「山伏神楽」と称されて、修験者
たちが一子相伝で伝えていた。

 雄勝町大浜の延喜式内社の石神社（いそのじんじゃ）と葉山神社の千葉宮
司家に伝わる『御神楽之大事』（元文4年・1739年）によって知られる。

 修験道は山形県の出羽三山信仰の拠点である羽黒修験道の系統

 現在伝承されている演目は、初矢、両天、三天、四天、岩戸開、魔王退治、
道祖、日本武尊、蛭児、橋引、鬼門、荒神舞、宇賀玉、国譲、獅子など２８
番。

 多くは、『古事記』や『日本書紀』の神話伝承を題材にしたもの。

延喜式内・石（いその）神社

2015年9月19日・20日 葉山神社遷座奉祝祭ポスター 1番初矢（天之御中主が登場する天地開闢の舞）、2番四天（国生みと
国作りの舞：イザナギ・イザナミ夫婦神が協力して日本の島々・国土を
生み、国を治める神々を生む。一年を360日とし、東西南北と春夏秋冬
を定める）

「宗教・民族学領域」

3番 魔王退治（スサノヲが魔王退治して安住楽土を築く）
岩戸開き（天岩戸神話）、産屋、日本武尊

鎮魂能舞「葉山・石峰」

103 104

105 106

107 108

http://3.bp.blogspot.com/-GN_d-HfuX4s/TcvXdW_8YVI/AAAAAAAAFe8/WmAcjJCiJ3g/s1600/%E7%9F%B3%E7%A5%9E%E7%A4%BE%E3%81%9D%E3%81%AE1.jpg
http://3.bp.blogspot.com/-kQioJOmInfY/TcvX1R-EvyI/AAAAAAAAFfE/7ZMQeot5VOw/s1600/%E7%9F%B3%E7%A5%9E%E7%A4%BE%E3%81%9D%E3%81%AE2.jpg
http://2.bp.blogspot.com/-9ZQXozFw3LU/TcvYFPxwgFI/AAAAAAAAFfM/2R5LfP6YTcM/s1600/%E7%9F%B3%E7%A5%9E%E7%A4%BE%E3%81%9D%E3%81%AE%EF%BC%93.jpg
http://3.bp.blogspot.com/-U7RCe1GP65g/TcvYh4nerfI/AAAAAAAAFfc/m_9NipILIh8/s1600/%E7%9F%B3%E7%A5%9E%E7%A4%BE%E3%81%9D%E3%81%AE6.jpg


2022/10/10

19

「鎮魂再生能舞 葉山・石峰」能舞：河村博重＋音霊：鎌田東二

（法螺貝奉奏）

序章 探すために生きてきた

探すために生きてきた 探し求めて生きてきた

夢を求めて生きてきた 道を求めて生きてきた

１２３４５６７８９１０ 果てしない １２３４５６７８９１０ 切りがない

１２３４５６７８９１０ とめどない １２３４５６７８９１０ 終わりない

探し求めてに生きてきた 愛を求めて生きてきた

時を求めて生きてきた 夢を求めて生きてきた

１２３４５６７８９１０ 果てしない １２３４５６７８９１０ 切りがない

１２３４５６７８９１０ とめどない １２３４５６７８９１０ 終わらない

探し求めて生きてきた 夢を求めて生きてきた

愛を求めて生きてきた 道を求めて生きてきた

１２３４５６７８９１０ 果てしない １２３４５６７８９１０ 時がない

１２３４５６７８９１０ 当てがない １２３４５６７８９１０ 道がない
（横笛「心月」）

第一楽章 も一度君に逢えるなら

遠い遠い遠い 海の果て 深い深い深い 海の底

長い長い長い 時を翔け 荒い荒い荒い 波の中

光は消えて 命も消えて 闇の中に 沈む

嗚呼 嗚呼 嗚呼 嗚呼 嗚呼 嗚呼

神も仏もあるものか すべてを攫っていったなら

神も仏もあるものか 祈りの言葉も届かない

神も仏もあるものか も一度君に逢えぬなら

神も仏もあるものか も一度君に逢えぬなら

遠い遠い遠い 地の果ても 深い深い深い 波の底

長い長い長い 時を超え 光る光る光る 波の上

光を求め 命を求め 闇を抜けて 往く

嗚呼 嗚呼 嗚呼 嗚呼 嗚呼 嗚呼

神も仏もあるはずだ すべてのいのちの元だから

神も仏もあるはずだ すべてのいみの元だから

神も仏もあるはずだ も一度君に逢えたなら

神も仏もあるはずだ祈りの言葉が届くなら

神も仏もあるはずだも一度君に逢えたなら （石笛）

第二楽章 永訣の朝

ぼくがきみと出会った朝 遠くの星が泣いていた
いつか別れの時が来ると 遠くの星が泣いていた
いつだって どこでだって 探していたのに
こんな星の下 この時ばかりは 泣いたよ

ぼくがきみを想い出すたび遠くの星が泣いている
もう二度と帰らぬ日々と 遠くの星が泣いている
風に吹かれて ぼくは旅をする 忘れることも出来
ずに
こんな星の下 この時ばかりは 泣いたよ

ぼくがきみと別れた朝 遠くの星が泣いていた
いつかまた出会うときが来ると 遠くの星が泣いて
いた
いつだって どこでだって 探していたのに
こんな星の下 この時ばかりは 泣いたよ

いつだって どこでだって 探していたのに
こんな星の下 この時ばかりは 泣いたよ

（鈴の音と石笛の響き）

第三楽章 ふるさと

光りを失くしたその日から 海を見つめる日々だっ
た

遠い記憶の彼方から 流れ出てくる水を待つ

遥かに煙る戦火さえ 愛しきものと消え去りし

嗚呼 夢の跡 嗚呼 夢の城 水の惑星 愛しのふ
るさと

どこへなりとも行かねども 声も聞こえぬふりをして

耳を澄まして天仰ぐ 両手を開いて今受ける

あらゆるものが愛おしく すべてのことが懐かしく

嗚呼 夢の跡 嗚呼 夢の城 水の惑星 愛しのふ
るさと

消えて終って無のしじま 終わりしものに声は無し

騒がしきもの汝らよ 声なき声に耳済ませ

愛しきものを呼び覚まし すべてのいのち懐かしむ

嗚呼 夢の跡 嗚呼 夢の城 水の惑星 愛しのふ
るさと

嗚呼 夢の跡 嗚呼 夢の城 水の惑星 愛しのふ
るさと

水の惑星 愛しのふるさと （笛の響き）

終章 弁才天讃歌

オンソラソバテイエイソワカ オンソラソバテイエイソワカ

オンソラソバテイエイソワカ オンソラソバテイエイソワカ

オンソラソバテイエイソワカ オンソラソバテイエイソワカ

オンソラソバテイエイソワカ オンソラソバテイエイソワカ

天の川清く流れ 地上に光の帯となって 緑の大地を育み
世界に夢の帯となって 心の絆を結ぶ
弁才天 輝け 弁才天 宇宙へ
弁才天 響かせ 弁才天 天翔ける

オンソラソバテイエイソワカ オンソラソバテイエイソワカ

オンソラソバテイエイソワカ オンソラソバテイエイソワカ

オンソラソバテイエイソワカ オンソラソバテイエイソワカ

オンソラソバテイエイソワカ オンソラソバテイエイソワカ

天の星遠く流れ 地上に光の帯となって 魂の道を照らし
世界に虹の橋となって 国の境を超える
弁才天 あふれ出せ 弁才天 世界へ
弁才天 響かせ 弁才天 魂翔ける

オンソラソバテイエイソワカ オンソラソバテイエイソワカ

オンソラソバテイエイソワカ オンソラソバテイエイソワカ

オンソラソバテイエイソワカ オンソラソバテイエイソワカ

オンソラソバテイエイソワカ オンソラソバテイエイソワカ

オンコロコロセンダリマトウギソワカ オンコロコロセンダリマトウギソワカ

オーム （法螺貝奉奏）

釣石神社：鎮魂能舞「北上」

石巻市北上町釣石神社奉納鎮魂能舞「北上」2016年6月19日

第一楽章 北上 （ゆったりと 法螺貝 石笛 神
鈴 奉奏）

神ながらたまちはへませ 神ながら 神ながらたま
ちはへませ 神ながら

（歌） 北上遥けく 滔滔と流る

海幸山幸 はじけるいのち

友と語らい 明日を夢見

今日の喜びを 常永久に

（語り）平成23年3月11日午後2時46分、三陸沖か
ら真っ黒な壁のような高浪が一挙に北上川に押し
寄せ、みるみるうちに、家々を、田畑を、山野を呑
み込んでいった。避難指示を待って校庭に待機し
ていた対岸の大川小学校の大勢の児童たちも呑み
込まれていった。

赤い靴履いてた 女の子 異人さんに連れら

れていっちゃった

横浜の港から 御舟に乗って 異人さんに連

れられていっちゃった

逆らうことのできない自然の振る舞いではあ
り、まさに自然とは、そのような自然の律動に
従って動き、はたらき、現象するものではある
とはいえ、人間世界の暮らしに多大な被害と
悲惨と痛みをもたらすことも歴史の事実で
あった。

1150年前、貞観11年5月26日、三陸沖で大
地震が起こった。時の歴史書『日本三代実
録』には、「流光真昼のように照らし、人々は
叫び声を上げ倒れ伏して起き上がることでき
ず。家の下敷きになって圧死する者、割れた
地面に埋もれる者続出。驚愕した牛馬奔走、
城郭倉庫門壁、倒壊建築の数知れず。海、雷
如く吠え、盛り上がった高波城下に押し寄せ
数十里陸を呑み込み、船に乗る間も山に逃
れる間なし。ゆえ、溺死者千人を下らす。家
財も稲苗も何も残らぬ大災害なり」と記されて
いる。

その貞観大地震に比する大地震が平成23年
3月11日午後に起こったのだ。

嗚呼 無情なり 嗚呼 無常なり

この貞観大地震発生時の天皇は清和天皇、政務
は、摂政太政大臣藤原良房が司っていた。本釣石
神社の御祭神天児屋根命は、長く日本の政務を
担当してきた摂関家の藤原氏・中臣氏の祖先神で
ある。そして、天児屋根命の本地は地蔵菩薩と信
仰された。

神ながらたまちはへませ 助けたまえ 南無阿弥
陀仏 救いたまえ

平成28年6月19日、東日本大震災から5年と3ヶ月、
氏子崇敬者、また岐阜県南宮大社などの支援を
受けて、石巻市北上町追浜に鎮座する釣石神社
の新社殿が竣工なり、かくも盛大に奉祝行事が営
まれることになった。

その復興・再建を祈り祝う、奉祝のみ祭に際し、こ
こに、京都市在住の観世流能楽師・河村博重と不
肖・鎌田東二が共に心を込め、魂を込めて、「鎮魂
能舞 北上」を奉納申しあげるものである。

神ながら たまちはへませ 神ながら 神なが
ら たまちはへませ 神ながら

北上遥けく 滔滔と流る

この麗しき 山河海

心尽して みたまを悼み

亡くしたいのちを 忘るまじ

第二楽章 夢にまで見た君ゆえに （静か
に 横笛奉奏）

夢にまで見た君ゆえに ひとつかみまでさくゆ
えに

祈りを込めて届けたい 心尽きるまで果たした
い

仰ぎ見る空と

夢の果てまで君探し この世の果てまで君恋し

届かぬ思いを見届けて いのち尽きても届けな
む

落ちて往く空へ
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一日過ぎたら戻れない 時の流れに身をまかせ

この世の果てまで追いかけて 星のかけらとなりに
けり

夢の奥まで迷い来ぬ 風に吹かれてさ迷いぬ

どこまで行けども果てしない 祈りの果てまで身を
投げて

飛び惑う夢よ

夢にまで見た君ゆえに ひとつかみまでさくゆえに

祈りを込めて届けたい 心尽きるまで果たしたい

仰ぎ見る空に

第三楽章 神 （激しく 石笛奉奏）

この苦しみの中に神が在る この悲しみの中に神
が居る
神は森に住んでいるけれど 人の心の森にも住ん
でいる

この激しさの中に神が在る この慎みの中に
神が居る
神は海に住んでいるけれど 人の心の海にも
住んでいる

開け天地 吹けよ山河

つながれ天地 結ばれよ山河

この痛みの中に神が在る この静けさの中に
神が居る
神は天に住んでいるけれど 人の心の天にも
住んでいる

この喜びの中に神が在る この祭りの中に神
が居る
神は祭りの中に現われるけれど 祈る心の中
にも現われる

開け天地 吹けよ山河

つながれ天地 結ばれよ山河

第四楽章 弁才天讃歌

オンソラソバテイエイソワカ（8回）

天の川清く流れ 地上に光の帯となって 緑の
大地を育み
世界に夢の帯となって 心の絆を結ぶ
弁才天 輝け 弁才天 世界へ 弁才天 響か
せ 弁才天 天翔ける

オンソラソバテイエイソワカ（8回）
天の星遠く流れ 地上に光の帯となって 魂の
道を照らし
世界に虹の橋となって 国の境を超える
弁才天 あふれ出せ 弁才天 宇宙へ 弁才天
響かせ 弁才天 魂翔ける
オンソラソバテイエイソワカ（8回）
オーム

神ながらたまちはへませ 神ながら 神ながらた
まちはへませ 神ながら

（アカペラで ゆっくりしずかに）

北上遥けく 滔滔と流る

この麗しき 山河海

心尽して みたまを悼み

亡くしたいのちを 忘るまじ

（ゆったりと 法螺貝奉奏）

銀河鉄道の夜

この地球から見ると銀河は白い乳の流れ
に見えて夜空を彩る

その夜 ケンタウルスの祭りでぼくは不思
議な夢を見た

銀河の夜汽車に乗って星の世界を旅する
夢だった

あの空の果てまで ぼくたち二人で
まことのさいわいを探しに行こう

カンパネルラの星までぼくは旅をする

カンパネルラの星からぼくは飛んでゆく

この宇宙の中で地球はいのちと苦悩に満
ちた星として輝く

その夜 銀河の渦の中でぼくは孤独な星
となる

いっしょに行こうと誓ったきみはどこにい
るのか教えて 教えて

あの空の果てまで ぼくたち二人で
まことのさいわいを探しにゆこう

カンパネルラの星までぼくは旅をする
カンパネルラの星から独りで飛んでゆく

あの空の果てまで ぼくたちみんなで
まことのさいわいを探しにゆこう 探しに

ゆこう 探しにゆこう

防災拠点としての神社
◆日神天照大御神が天の岩屋戸に隠れて世界が暗黒に覆われた時

、最大の危機を「祭り」を行なうことによって打開。
◆神話的思考が貞観大地震発生後にもはたらき、祇園祭の始まりと

も関係する。
◆祭りもそれを行なう場所である神社などの祭場も、防災や浄化とい

う観点から見てより強度のある場所として選定されている。
◆神社は、防災拠点、安全確保の場所。
◆宮城県仙台市若林区鎮座の「浪分神社」や石巻市北上町鎮座の釣

石神社、気仙沼市の紫神社や岩手県九戸郡野田村の愛宕神社など。
◆『延喜式』神名帳に、延喜式内社2861所・3132座が記録。

◆東北地方では、陸奥国100座、出羽国9座。
◆陸奥国100座は、関東地方の常陸国26座、下総国11座、上総国5

座、安房国6座、上野国12座、下野国11座、武蔵国44座、相模国13座
などと比較して多い。
◆陸奥国は福島県、宮城県、岩手県、青森県の太平洋岸を含むとは

いえ、出羽国9座という日本海側の式内社数に比して非常に多い。

祈りの実践としての「ケア」と「アート」

①アートエイド神戸（1995年～）→「神戸からの祈り」（1998
年8月8日）https://youtu.be/HUNHRC5MucU

島田誠（1942‐,海文堂書店社長,海文堂ギャラリー代表）＋大重潤一郎（映画監督,1946‐2015）

②アートエイド東北（2011年～）島田誠の提案をきっかけに結成

③臨床宗教師（2012年～、2016年2月「日本臨床宗教師会」設立,初代会
長：島薗進,二代会長：鎌田東二）

④「悲とアニマ展」（2015年3月開催：北野天満宮/The Terminal
KYOTO等）～「悲とアニマⅡ～いのちの帰趨展」（2021年11月開
催,建仁寺塔頭・両足院/The Terminak KYOTO）

https://youtu.be/WZV84PJLaaU

＜アートを通した協働のいのり＞
～阪神淡路大震災以後の活動事例をふまえて

１，儀礼～宗教の三要素：神話・儀礼・聖地

２，祈り～祈りは一人でも成り立つが、祭りは一人
ではなく協働のいとなみである

３，アート（芸術・芸能）～アートは儀礼としての側
面を持ち、儀礼はアートとしての側面を持つ

 「阪神淡路大震災」（1995年）以後の活動事例をふまえて
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「心のケア」と阪神淡路大震災と東日本大震災
と 芸術・芸能の活用

 ①阪神淡路大震災と「心のケア」－臨床心理学（河合隼雄）、精神医学
（中井久夫）

事例１ 島田誠「アートエイド神戸」の活動（1995年～）

事例2 故大重潤一郎監督の映画「光りの島」（1995年）の制作

事例3 「神戸からの祈り」の活動（1997年10月～1998年8月8日）

 ②東日本大震災と「スピリチュアルケア、グリーフケア、宗教的
ケア、臨床宗教師」

事例1 島田誠ほか「アートエイド東北」の活動（2011年～）

事例2 東北被災地における神楽などの芸能による地域復興

事例3 日本臨床宗教師会の設立（2016年2月）

事例4 石巻市雄勝町葉山神社・北上町釣石神社での

鎮魂能舞奉納（2015年9月20日、2016年6月19日）

「神戸からの祈り」
（1998年8月8日） と

『霊性のネットワーク』

 鎌田東二・喜納昌吉

 青弓社、1998年

 「神戸からの祈り」（阪神淡路大
震災の鎮魂のイベント、1998年8月
25日、45分、サンテレビジョン）

 「神戸からの祈り」you tube：
https://www.youtube.com
/watch?v=QrVkm8DmK-I
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